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尿 路感 染症 に対 す るBMY-28100の 臨床 的検討

朝蔭裕之 ・押 正也 ・東原英二 ・岸 洋一#・ 阿曽佳郎

東京大学医学部泌尿器科*
#現 都立豊島病院泌尿器科

新 しい経 ロセ フェム剤であるBMY-28100を 尿路感染症に使用 し,そ の有効性 と安全性 を検討 した。

急性単純性膀胱 炎17例 に対 してBMY-28100を 使用 し,その内15例 はUTI薬 効評価 基準第3版 によ

って評価 した。

著効13例(86.7%),有 効2例(13.3%)で 総合有効率100%で あ った。

副作用 として1例 に嘔気 を,2例 に軽度の食欲低下 を認めた。臨床検査値の異常 は認めなかった。

BMY-28100は 尿路感染症に対 して有効 かつ安全 な薬剤である と考えられた。
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BMY-28100は ブ リス トル ・マ イヤーズ研 究所株式会

社 で開発 され た非 エ ステル型 の経 ロセブ よム剤 であ る

(Fig.1)。 グラム陽性菌 に対 してcefaclor(CCL)の 数倍の

抗 菌活性 を有 し,グ ラム陰性菌 に対 してはCCLと ほぼ同

等 の抗菌力 を有す る。

本剤の体 内動態 はcephalexinに 近似 し,経 口投与 後の

半 減期 はCCLよ り長 く,尿中回収率 もCCLよ り上 回るD。

今回,我 々は本剤 を尿路感染症患 者に投与 し,そ の有

効性 と安全性 を検討 したので報告する。

1.対 象 と 方 法

昭和62年7月 か ら昭和63年2、 月まで に東 京大学付属

病院泌尿 器科 を受 診 した急性 単純性膀 胱炎患者17例 を

対象 とした。

投与量 は1回250mg,1日2～3回 投 与 とし,3日 間投

与 した。

効果 判定 は主治医 およびUTI薬 効評価 基準2}に準 じて

行 った。

自他覚的副作用の有無 を観察 し,血 液検査の可能であ

った症例 については血液一般,腎 機能,肝 機能の推移に

つ いて検討 した。

∬.成 績

急性単 純性膀胱 炎の臨床成績 をTable 1に示 した。17

例 中,症 例1は 臨床症状(排 尿時痛)を 欠 くため に,ま た

症例13は 初診後患者が 来院 しなか ったため各々UTI薬 効

評価 基準で評価不可能であ った。UTI薬 効評価基準 に合

致 した症例 は15例 であ り,著効13例,有 効2例 で有効率

100%で あ った(Table2)。 主 治医判定 では16例 中著効

13例,有 効2例,無 効1例 で有効率93,8%で あ った。

細 菌 学 的 効 果 をTable 3に 示 した。 起 炎 菌 と して

Escherichia coli 11株,Staphylococcus saprophyticus 3株,

Klebsiella pneumoniae 1株 が分離 されたが,本 剤投与後全

株除菌 された。

分離菌 のMICは0.2～3.13 μg/mlであ り,本 剤投与後の

出現菌 はなか った。

副作 用 は16例 について検討 したが,1例 に嘔気を,

2例 に軽度食欲低 下 を認 めたが,本 剤投与 を中止した症

例 はなか った。血 液検査 を行い得た15例 では,本剤投与

後 に検査値異常は認めなかった。

皿.考 案

今 回の検 討 はすべ て急性単純性膀胱炎症例であり,

UTI薬 効評価基準 に合致 した15例 の評価 は全例有効以上

の成績 であ り有効 率100%で あった。この成績は全国

集計3)とほぼ同様 の結 果であった。細菌尿の陰性化率は

100%で あ ったが,排 尿痛 については消失が13例(87%),

軽快 が2例(13%)で あ り,膿尿の正常化 したものは14例

(93%),不 変が1例(7%)で あった。

投与量別の検討で は1日750mg投 与の5例 では全例著

効 であ ったが,1日500mg投 与の10例 では著効8例,

有効2例 とやや劣る成績であった。

細菌学的効果では起炎菌 は本剤投与後に全株除菌され,

投与後の出現菌 も認めなかった。また,起 炎菌の本剤に

対 するMICも ほ とん どが3.13 μg/ml以下であ り,優 れた

Fig. 1. Chemical structure of BMY-28100.
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Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI cases treated with BMY-28100

AUC: acute uncomplicated cystitis * before treatment/ after treatment
** UTI criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr.: Dr's evaluation
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Table 2. Overall clinical efficacy of BMY-28100 in acute uncomplicated cystitis

Table 3. Bacteriological response to BMY-28100 in acute uncomplicated cystitis

抗菌力であ った。

本剤の有用性 は従来の経ロセ フェム剤に比 しT1/2が長

く,尿 中回収率 も良好であるため,急 性単純性膀胱炎に

対 しては1日2回 の服 用で も充分な臨床効果が期待で き

る薬剤である と思われる。

副作用 として3例 で軽 い消化器症状 を認めただけで,

臨床検 査値 異常 は認めなかった。

すなわち,本 剤 は急性単純性膀胱 炎に対 して有用かつ

安 全な薬剤 である と思 われた.
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BMY-28100 IN URINARY TRACT INFECTIONS
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We used BMY-28100, a new oral cephem antibiotic, to treat urinary tract infections, and evaluate its therapeutic efficacy

and safety.

Seventeen patients with acute uncomplicated cystitis were given the drug, and the clinical effect was assessed according to

the 3rd edition of the Japanese UT! Committee's criteria in 15 patients.

Overall clinical efficacy in acute uncomplicated cystitis was excellent in 13 and moderate in 2, and the efficacy rate was

100%.

Nausea in one patient and mild anorexia in two was observed, but there were no abnormal laboratory findings .

We consider BMY-28100 an effective and safe drug in urinary tract infection.


